


『はたけの絵本』
いわむら かずお 作
創元社 20２２年刊

まだまだ、寒い日々ですが、少しずつ日

が長くなってきました。夕方に帰りを急か

されるような日々から、少しゆったりとした

気持ちで、春の気配を感じることができる

ように思います。

今回紹介する絵本は、『はたけの絵本』

（いわむらかずお作 創元社 2022年

刊 ）です。絵本というよりも、詩画集とい

う感じでしょうか。

見開きのページが１２。１月から１２月ま

で、絵と詩で構成されています。例えば１

月「だいこん と のうさぎ」は、冬の畑に取

り残されただいこんと、ぴょんとやってきた、

のうさぎの詩です。例えば７月「きゅうり と 

かまきり」は、うりふたつのきゅうりと、うり

ふたつのかまきり二匹の詩です。そして２

月の「あずき と てんとうむし」は、農場の

納屋で、夏の日の夢を見て、春までねむ

る、あずきとてんとうむしの詩です。

どの月のどの詩も、畑のことをよく知って

いて、日々の暮らしの中で畑のことをよー

く見ている作者の目を感じます。そして、そ

こで暮らす生きものたち。時には、作物を

食べてしまったり、畑を荒らしてしまう生き

物たちに対する、優しい作者の目を感じ

ます。

作者のいわむらかずおさんは、ネズミの

家族を描いた「１４ひき」のシリーズや、お

さるの「タンタン」、それから哲学的なカエ

ル「かんがえるカエル」のシリーズの作者

です。

いわむらさんは、一昨年12月に惜しま

れながらお亡くなりになりましたが、たくさ

んの作品と共に、「いわむらかずお絵本

の丘美術館」でその功績を知ることがで

きます。

20年以上前でしょうか、鶴岡で開催さ

れた いわむらかずおさんの講演会でお

聞きした話ですが、「絵本に描かれている

生きものは、私の暮らしの中で、本当に身

近にいます。でも、本当のねずみには会い

たくないと言う読者の方が、多いんですよ

ね。」と笑っておられました。

今回紹介した絵本は、その美術館の広

大な敷地にあるたくさんの畑と、そこに暮

らす生きものたちの絵本です。表紙のき

つねをかわいいと思えるかどうかは、読み

手次第でしょうか。

 先日、図書館で「くまのコールテンくん（ドン・フリーマン作）」という絵本を
読みました。女の子がクマのぬいぐるみのコールテンくんと出会うおはなしです。
デパートのおもちゃ売り場でコールテンくんを見つけた女の子は、とても気に
入って、貯金をはたいてコールテンくんをうちに連れてきます。
コールテンくんはズボンのつりひものボタンがとれています。

「あたし、あなたのことこのままでも好きだけど、ひもがずりおちてくるのは気持ち悪い
でしょ」といってつけなおしてくれます。
このセリフを読むとき、「女の子は、コールテンくんのことがほんとうに大好きなんだ

なー。まるごと受け入れて優しいなー」という気持ちになります。
また、「さかなはさかな（レオ＝レオニ作）」という絵本があります。
ともだちのかえる君から水の外のすばらしい世界の話を聞かされたさかな君が、ある

日決心して「なにがおころうとも、僕も世の中を見てやるんだ」と言って、岸に飛び上がり
ます。
ここを読むとき、自分も勇気を出して新しい世界に飛び込んでみたい、何が起ころうと

も一歩踏み出してみようじゃないか、という気持ちに一瞬なります。
絵本は子どもが読むものと思われがちですが、仕事や生活に疲れた大人にこそ
必要なのかもしれません。多くの人が自分のお気に入りの一冊に出会って、
美しい絵やストーリーの世界に癒されてほしいと思います。
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